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問　防災課
　　☎内線1683

　自宅の安全が確保されている場合は必ずしも避難所に避難する必要はありません。
　市でも避難所での感染症対策を進めていますが、避難所での密集は感染のリスクとなります。
また、避難所生活ではストレスから体調を崩すことがあることや、避難所の
スペースや備蓄品には限りがありますので、自宅が安全であれば、でき
る限り自宅で避難生活を送ることが望まれます。そのためにも、で
きれば以下の備蓄を３日分以上用意しましょう。
　また、親せき宅や友人宅に避難することも感染症防止の観点から
有効です。あらかじめ相談しておきましょう。
ただし、少しでも危険だと思ったら迷わず避難所へ避難しましょう。

備蓄品チェックリスト　※必要なものをリストにし、３日分以上用意しましょう

□ 1人１日3ℓの飲料水
□家族の人数に合わせた非常用食料
【ローリング・ストック方式】
米、水、缶詰、レトルト食品など多め
に購入し、使いながら買い足すこと
で、食品を無理なく備蓄できます。

飲料水・食料

□箸やスプーン、紙皿、紙コップ
□ラップ　□缶切り　□カセットコンロ など

□　　　　　　　　　　　　　□　　　　　　　　　　　　　□　　　　　　　　　　　　　
□　　　　　　　　　　　　　□　　　　　　　　　　　　　□　　　　　　　　　　　　　

食 事 用 品

そ の 他

□常備薬　□生理用品 など
医 薬 品

□懐中電灯、ラジオ、携帯電話、充電器
□眼鏡、マスク、軍手
□ティッシュ、ウエットティッシュ、
　除菌シート、タオル など

生 活 用 品

□現金、通帳、キャッシュカード、印鑑
□保険証、免許証 など　　　

貴 重 品

食べる買い足す

備える

ご家庭の状況により必要なものを記載しましょう。
（例）お薬手帳、粉ミルク、おむつ、ペット用品

自宅の安全対策
●�自宅を安全な場所にすること
が何よりの災害対策です。
●�自宅の耐震化や家具類の転倒・
移動防止策を行いましょう。

適度な運動と規則正し
い生活を！
●�「エコノミークラス症候
群」を予防するため、スト
レッチや体操をこまめに
行いましょう。

在宅避難でも、避難所に行き
ましょう。
●�支援物資を受け取るため、「避

難者名簿」に記入しましょう。
●�避難に役立つ情報の収集をし
ましょう。

在宅避難と備蓄について在宅避難と備蓄について
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